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唐
代
に
お
け
る
皇
太
子
号
と
皇
帝
号
の
追
贈

千
　
田
　
　
　
豊

は
じ
め
に

『
新
唐
書
』・『
旧
唐
書
』
に
は
、皇
太
子
が
多
く
立
伝
さ
れ
て
い
る
。

他
の
正
史
の
列
伝
と
比
べ
て
み
て
も
、
そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
一

般
的
に
、
皇
太
子
は
い
ず
れ
皇
帝
に
即
位
す
る
た
め
、
皇
太
子
と
し

て
立
伝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
両
『
唐
書
』
に
は
、
皇

太
子
が
多
く
立
伝
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
死
後
の
追
贈
に

あ
る
。
隋
以
前
で
も
、
即
位
す
る
前
に
皇
太
子
が
薨
去
し
た
場
合
、

そ
の
者
は
皇
太
子
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
い
た）

1
（

が
、
唐
代
で
は
皇
太
子

以
外
の
皇
子
に
も
皇
太
子
号
を
追
贈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
例
は
そ
れ
以
前
に
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
皇
太
子
と
は
、

『
白
虎
通
義
』
巻
三
、
封
公
侯
に
「
国
在
立
太
子
者
、
防
簒
煞
、
圧

臣
子
之
乱
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
簒
奪
や
家
臣
の
反
乱
を
防
ぐ
た

め
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逝
去
し
た
者
に
皇
太

子
号
を
追
贈
す
る
こ
と
は
、
こ
の
意
に
沿
わ
な
い
。
な
ら
ば
皇
太
子

号
の
追
贈
は
、
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

皇
太
子
号
の
追
贈
が
初
め
て
明
確
に
見
ら
れ
る
の
は
、
西
晋
の
愍

懐
太
子
遹
で
あ
る）

2
（

。『
晋
書
』
巻
五
三
、
愍
懐
太
子
遹
伝
に
は
、

恵
帝
即
位
、立
為
皇
太
子
。（
中
略
）詔
以
広
陵
王
礼
葬
之
。（
中

略
）
及
賈
庶
人
死
、
乃
誅
劉
振
・
孫
慮
・
程
拠
等
、
冊
復
太
子
。

と
あ
る
。
彼
は
当
時
権
力
を
握
っ
て
い
た
賈
皇
后
に
殺
さ
れ
、
広
陵

王
と
し
て
葬
ら
れ
た
。
し
か
し
、
賈
皇
后
の
死
後
、
名
誉
を
回
復
さ

れ
、
再
び
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
唐
代

に
も
み
ら
れ
、
高
宗
の
子
で
あ
っ
た
章
懐
太
子
賢
は
、
当
時
皇
后
で

あ
っ
た
則
天
武
后
に
自
殺
を
迫
ら
れ
た
。『
旧
唐
書
』
巻
八
六
、
章

懐
太
子
賢
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

章
懐
太
子
賢
、
字
明
允
、
高
宗
第
六
子
也
。（
中
略
）
立
為
皇

太
子
、
大
赦
天
下
、
尋
令
監
国
。（
中
略
）
調
露
二
年
、
崇
儼

為
盜
所
殺
、
則
天
疑
賢
所
為
。
俄
使
人
発
其
陰
謀
事
、
詔
令
中

書
侍
郎
薛
元
超
・
黄
門
侍
郎
裴
炎
・
御
史
大
夫
高
智
周
与
法
官

推
鞫
之
、
於
東
宮
馬
坊
搜
得
皁
甲
数
百
領
、
乃
廃
賢
為
庶
人
、

幽
于
別
所
。
永
淳
二
年
、
遷
於
巴
州
。
文
明
元
年
、
則
天
臨
朝
、

集
刊
東
洋
学 

第
一
二
〇
号 

平
成
三
十
一
年
一
月 

二
二

－

三
九
頁
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令
左
金
吾
将
軍
丘
神
勣
往
巴
州
検
校
賢
宅
、
以
備
外
虞
。
神
勣

遂
閉
於
別
室
、逼
令
自
殺
。
年
三
十
二
。
則
天
挙
哀
於
顕
福
門
、

貶
神
勣
為
疊
州
刺
史
、
追
封
賢
為
雍
王
。（
中
略
）
睿
宗
践
祚
、

又
追
贈
皇
太
子
、
諡
曰
章
懐
。

章
懐
太
子
賢
は
、
先
に
皇
太
子
で
あ
っ
た
李
弘
の
薨
去
後
に
立
太
子

さ
れ
た
。
し
か
し
則
天
武
后
に
よ
っ
て
、李
賢
は
皇
太
子
を
廃
さ
れ
、

自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
。
死
後
は
雍
王
と
し
て
葬
ら
れ
た
が
、
睿
宗

の
即
位
に
当
た
っ
て
、
名
誉
回
復
さ
れ
、
皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西
晋
の
愍
懐
太
子
と
唐
の
章
懐
太
子
は
、
皇
后
に

よ
っ
て
皇
太
子
を
廃
さ
れ
死
去
し
、
王
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
皇
后
が
崩
御
す
る
と
、
名
誉
回
復
さ
れ
皇
太
子
を

追
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）

3
（

。

上
述
の
例
は
、
も
と
も
と
皇
太
子
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
、
名
誉

回
復
に
よ
り
皇
太
子
号
を
追
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。だ
が
唐
代
で
は
、

生
前
に
立
太
子
さ
れ
て
い
な
い
皇
子
に
対
し
て
も
、
皇
太
子
号
・
皇

帝
号
を
追
贈
す
る
例
が
見
ら
れ
る
（
表
5
参
照
）。
両
『
唐
書
』
に

お
い
て
皇
太
子
の
列
伝
が
多
く
見
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
一
度
も
立
太
子
さ
れ
て
い
な
い
皇
子
に
皇
太
子

号
・
皇
帝
号
を
追
贈
す
る
先
例
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
を
批
判
す
る
官
僚
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

こ
の
皇
太
子
号
の
追
贈
に
つ
い
て
初
め
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
趙

翼
で
あ
る
。
趙
翼
は
唐
代
の
太
子
追
贈
に
つ
い
て
、
広
く
事
例
を
挙

げ
、
所
見
を
述
べ
た
が
、
特
に
一
度
も
立
太
子
さ
れ
て
い
な
い
皇
子

に
対
す
る
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
追
贈
に
つ
い
て
は
、
礼
に
背
く
も
の

で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る）

4
（

。

さ
ら
に
最
近
で
は
喬
鳳
岐
氏
が
、
唐
代
皇
太
子
の
諡
号
か
ら
皇
太

子
号
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
喬
鳳
岐
氏
は
、
唐
代
で
盛
ん
に
行

わ
れ
た
太
子
へ
の
諡
号
を
詳
細
に
ま
と
め
、唐
代
の
太
子
の
諡
法
は
、

生
前
の
業
績
や
性
格
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宗
室

の
教
育
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
と
述
べ
る）

5
（

。
彼
の
研
究
は
あ
く

ま
で
諡
号
の
意
義
で
あ
り
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
が
ど
の
よ
う
に
、

な
ぜ
追
贈
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
論
究
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
特
に
、
立
太
子
さ
れ
て
い
な
い
皇
子
に
対
し
て
皇
太
子

号
・
皇
帝
号
の
追
贈
が
唐
代
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
こ
と
が
、
唐
代
と
そ
れ
以
前
と
で
皇
太
子

観
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。ま

ず
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
追
贈
の
詔
勅
を
整
理
し
、
唐
代
の
皇

帝
が
追
贈
を
行
っ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
皇
太
子
号
・
皇
帝

号
を
追
贈
さ
れ
た
皇
子
と
、
そ
れ
以
外
の
追
贈
が
行
わ
れ
た
皇
子
と

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
皇
太
子
位
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。
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一
．
高
宗
・
玄
宗
に
よ
る
皇
帝
号
・
皇
太
子
号
の
追
贈

（
1
）　
高
宗
に
よ
る
皇
帝
号
の
追
贈

最
初
に
皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
の
は
、
高
宗
の
第
五
子
で
、
則
天

武
后
と
の
間
に
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
李
弘
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』

巻
八
六
、
孝
敬
皇
帝
弘
伝
に
は
、

孝
敬
皇
帝
弘
、
高
宗
第
五
子
也
。
永
徽
四
（
六
五
三
）
年
、
封

代
王
。
顕
慶
元
（
六
五
六
）
年
、立
為
皇
太
子
、大
赦
改
元
。（
中

略
）
上
元
二
（
六
七
五
）
年
、
太
子
従
幸
合
璧
宮
、
尋
薨
、
年

二
十
四
。

と
あ
り
、
顕
慶
元
年
に
立
太
子
さ
れ
、
そ
の
十
九
年
後
に
二
十
四
歳

で
薨
去
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
李
弘
は
皇
太
子
の
ま
ま
薨
去
し

て
い
る
た
め
、
普
通
は
皇
太
子
と
し
て
立
伝
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
は
そ
の
死
後
、
父
で
あ
る
高
宗
か
ら
皇
帝
号
を
追
贈
さ

れ
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
八
六
、
孝
敬
皇
帝

弘
伝
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

制
曰
、「
皇
太
子
弘
、
生
知
誕
質
、
惟
幾
毓
性
。（
中
略
）
庶
其

痊
復
、
以
禅
鴻
名
。
及
腠
理
微
和
、
将
遜
于
位
。（
後
略
）」

こ
こ
で
、
高
宗
は
李
弘
の
病
が
癒
え
れ
ば
、
皇
帝
位
を
彼
に
譲
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
詔
勅
で
あ
り
、
譲
位

が
高
宗
の
本
心
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
高
宗
に

譲
位
の
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
皇
帝
号
を
追
贈
す
る
根
拠
と
な
っ

て
い
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
李
弘
は
一
度
も
帝
位
に
つ
か
ず
に
皇

帝
号
を
追
贈
さ
れ
、
廟
号
も
贈
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
李
弘
以
後
も
皇

帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
者
は
い
る
が
、
廟
号
ま
で
贈
ら
れ
た
の
は
彼
だ

け
で
あ
る
。
李
弘
は
一
時
的
と
は
い
え
太
廟
に
祔
さ
れ
て
お
り）

6
（

、
他

の
皇
子
に
対
す
る
追
贈
と
は
や
や
異
な
っ
て
は
い
る
。
だ
が
こ
の
追

贈
は
、
唐
代
、
ひ
い
て
は
中
国
史
に
お
い
て
、
皇
族
に
対
す
る
皇
太

子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
の
嚆
矢
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ

る
。高

宗
以
後
、
次
に
名
誉
回
復
以
外
の
追
贈
を
行
っ
た
の
は
、
玄
宗

で
あ
る
。

（
2
）　
玄
宗
に
よ
る
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈

玄
宗
は
、
唐
代
に
お
い
て
皇
太
子
号
を
最
も
多
く
追
贈
し
た
皇
帝

で
、
五
人
の
兄
弟
の
内
、
四
人
に
皇
太
子
号
も
し
く
は
皇
帝
号
を
追

贈
し
て
い
る）

7
（

。
ま
ず
、
玄
宗
の
兄
で
、
皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
た
李

撝
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

李
撝
は
睿
宗
の
第
二
子
で
、
柳
氏
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
則
天
武

后
が
帝
位
に
つ
く
前
の
、
垂
拱
三
（
六
八
七
）
年
に
恆
王
に
封
じ
ら

れ
、
睿
宗
即
位
後
に
は
、
申
王
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
様
々
な

官
職
を
経
て
、
開
元
十
二
年
に
病
に
よ
っ
て
薨
去
し
て
い
る
。『
旧

唐
書
』
巻
九
五
、
恵
荘
太
子
撝
伝
に
は
、「（
開
元
）
十
二
（
七
二
四
）

年
、
病
薨
。
冊
贈
恵
荘
太
子
、
陪
葬
橋
陵
。」
と
あ
り
、
病
没
後
に
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恵
荘
太
子
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
唐
大
詔
令
集
』

巻
三
二
、
追
贈
、
申
王
贈
恵
荘
太
子
制
に
、

可
謂
具
瞻
百
寮
、
儀
刑
列
辟
。
朕
将
永
康
兆
庶
、
方
自
友
于
。

天
不
憖
遺
、
奄
従
薨
逝
、
永
惟
仁
範
、
哀
慟
纏
懐
。
用
表
非
常

之
栄
、
少
寄
天
倫
之
戚
。
可
追
贈
恵
荘
太
子
。

と
あ
り
、
百
官
は
こ
れ
ま
で
の
皇
子
と
同
様
に
葬
る
よ
う
に
進
言
し

た
が
、
玄
宗
は
万
民
を
治
め
る
際
に
「
友
于
」
を
重
視
し
て
お
り
、

そ
の
「
友
于
」
を
表
す
た
め
に
李
撝
に
対
し
て
「
非
常
の
栄
」
で
あ

る
皇
太
子
号
の
追
贈
を
行
う
こ
と
を
決
断
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
「
友
于
」
に
つ
い
て
は
、弟
で
あ
る
李
範
に
対
し
て
も
み
ら
れ
る
。

李
範
は
睿
宗
の
第
四
子
で
あ
り
、
李
撝
薨
去
の
二
年
後
の
開
元
十

四
（
七
二
六
）
年
に
病
に
よ
っ
て
薨
去
し
、
同
年
に
恵
文
太
子
を
追

贈
さ
れ
て
い
る
。『
唐
大
詔
令
集
』
巻
三
二
、
冊
贈
、
恵
文
太
子
冊

文
に
は
、

夫
礼
以
情
為
体
、
欲
増
追
遠
之
数
、
行
以
名
而
尊
、
是
図
褒
徳

之
軌
。
故
択
茲
茂
典
、
崇
以
上
嗣
、
言
念
逝
者
、
用
申
友
于
。

今
遣
工
部
尚
書
摂
太
尉
盧
従
愿
持
節
冊
王
為
恵
文
太
子
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
李
範
を
思
い
偲
ぶ
た
め
に
上
嗣
、
つ
ま
り
皇

太
子
号
を
追
贈
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も

「
友
于
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
玄
宗
が
兄
弟

に
対
し
て
行
っ
た
追
贈
に
は
、
全
て
「
友
于
」
の
文
字
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
で
は
、こ
の「
友
于
」と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。『
尚

書
』
君
陳
に
は
、「
惟
孝
、
友
于
兄
弟
、
克
施
有
政
。」
と
あ
り
、
兄

弟
の
仲
が
よ
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。後
に
は
兄
弟
が
省
略
さ
れ
、

友
于
だ
け
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

8
（

。
で
は
、
実
際
に
玄
宗
と
そ

の
兄
弟
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

『
新
唐
書
』
巻
八
一
、
譲
皇
帝
憲
伝
に
は
、
玄
宗
の
兄
弟
の
関
係

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

諸
王
日
朝
側
門
、
既
帰
、
即
具
楽
縦
飲
、
撃
毬
・
闘
鶏
、
馳
鷹

犬
為
楽
、
如
是
歳
月
不
絶
、
所
至
輒
中
使
労
賜
相
踵
、
世
謂
天

子
友
悌
、古
無
有
者
。
帝
於
敦
睦
蓋
天
性
然
。
雖
讒
邪
乱
其
間
、

而
卒
無
以
揺
。

玄
宗
は
兄
弟
に
対
し
て
「
友
于
」
を
重
視
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
追
贈

を
行
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
お
い
て
も
兄
弟
の
仲
が
よ
か
っ
た
こ
と

は
有
名
で
あ
っ
た
。

い
か
な
る
時
代
で
も
、
皇
子
同
士
に
よ
る
後
継
者
争
い
は
絶
え
な

い
。
唐
初
に
太
宗
が
玄
武
門
の
変
に
お
い
て
、
兄
の
李
建
成
と
弟
の

元
吉
を
誅
殺
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
人
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
兄
弟
関
係
が
よ
い
こ
と
は
、
皇
子
に
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
当
時
の
皇
帝
に

と
っ
て
兄
弟
関
係
の
良
さ
を
強
調
す
る
こ
と
が
、
政
権
を
維
持
す
る

上
で
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
玄
宗

は
兄
弟
に
対
し
て
行
動
に
制
限
を
加
え
て
い
る
。『
冊
府
元
亀
』
巻

一
五
八
、
帝
王
部
、
誡
励
に
は
、
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（
開
元
十
﹇
七
二
二
﹈
年
）
九
月
、
勅
曰
、「（
中
略
）
勲
戚
極

褒
厚
之
恩
、
兄
弟
尽
友
于
之
至
。
務
崇
敦
化
、
克
慎
明
徳
。
今

小
人
作
孽
、
已
抵
憲
章
、
恐
不
逞
之
徒
、
猶
未
能
息
。
凡
在
宗

属
、
用
申
懲
戒
、
自
今
已
後
、
諸
王
公
・
駙
馬
・
外
戚
等
家
、

除
非
至
親
以
外
、
不
得
与
余
人
交
結
。
其
卜
祝
占
相
及
非
類
悪

人
、
亦
不
得
遣
出
入
門
庭
、
妄
説
言
語
。
所
以
共
存
至
公
之
道
、

永
協
雍
和
之
化
、
克
固
藩
翰
、
以
保
厥
休
。
貴
戚
懿
親
、
宜
書

座
右
。」

と
あ
り
、
諸
王
公
・
駙
馬
・
外
戚
な
ど
は
、
外
部
の
人
間
と
自
由
に

交
流
で
き
な
い
よ
う
に
、
玄
宗
は
詔
勅
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
玄
宗
の
弟
で
あ
る
李
範
は
、
好
ん
で
外
部
の
人
間
と
交
流
を

持
っ
た
の
で
、
彼
に
関
わ
っ
た
人
物
は
降
格
さ
れ
て
い
る）

9
（

。
玄
宗
は

兄
弟
の
仲
の
よ
さ
を
強
調
す
る
一
方
で
、
彼
ら
の
行
動
に
規
制
を
加

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

兄
弟
の
行
動
に
規
制
を
加
え
な
が
ら
も
、
兄
弟
仲
を
殊
更
に
強
調

す
る
の
は
、
玄
宗
の
皇
位
継
承
問
題
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。『
旧
唐
書
』
巻
九
五
、
譲
皇
帝
憲
伝
で
は
、

睿
宗
践
祚
、（
中
略
）。
時
将
建
儲
貳
、
以
成
器
（
憲
）
嫡
長
、

而
玄
宗
有
討
平
韋
氏
之
功
、意
久
不
定
。
成
器
辞
曰
、「
儲
副
者
、

天
下
之
公
器
、
時
平
則
先
嫡
長
、
国
難
則
帰
有
功
。
若
失
其
宜
、

海
内
失
望
、
非
社
稷
之
福
。
臣
今
敢
以
死
請
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
宗
は
睿
宗
の
第
三
子
で
、嫡
長
子
は
李
憲（
成

器
）
で
あ
り
、
本
来
嫡
長
子
で
あ
る
李
憲
が
皇
太
子
に
な
る
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
玄
宗
に
は
韋
后
の
政
変
を
治
め
た
功
績
が
あ
っ
た
。
そ

の
功
績
と
は
、
中
宗
の
皇
后
で
あ
っ
た
韋
后
が
中
宗
を
殺
害
し
、
ま

だ
幼
か
っ
た
子
の
李
重
茂
を
即
位
さ
せ
た
時
に
、
玄
宗
は
こ
の
動
き

を
押
さ
え
、
父
睿
宗
を
即
位
に
導
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
玄

宗
は
こ
の
功
績
に
よ
り
、
兄
で
嫡
長
子
の
李
憲
か
ら
皇
太
子
の
位
を

譲
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
旧
唐
書
』
巻
九
五
、
譲
皇
帝
憲
伝
の
詔
勅
に
は
、

曽
不
憖
遺
、
奄
焉
殂
没
、
友
于
之
痛
、
震
慟
良
深
。
惟
王
、
朕

之
元
昆
、
合
昇
上
嗣
、
以
朕
奉
先
朝
之
睿
略
、
定
宗
社
之
阽
危
、

推
而
不
居
、（
譲
皇
帝
）
請
予
主
鬯
、
又
承
慈
旨
、
焉
敢
固
違
。

不
然
者
、
則
宸
極
之
尊
、
豈
帰
於
薄
徳
。
茂
行
若
此
、
易
名
是

憑
、
自
非
大
号
、
孰
副
休
烈
。
按
諡
法
推
功
尚
善
曰
「
譲
」、

徳
性
寛
柔
曰
「
譲
」、
敬
追
諡
曰
譲
皇
帝
、
宜
令
所
司
択
日
備

礼
冊
命
。

と
あ
り
、こ
の
詔
勅
で
は
、本
来
李
憲
が
皇
帝
位
を
継
ぐ
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
父
睿
宗
の
詔
勅
に
逆
ら
え
ず
、
玄
宗
自
身
が
皇
帝
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
皇
帝
位
を
譲
る
と
い
う
行
い
が
あ
る
李
憲
に
は
、
皇
帝
号

が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

史
料
に
お
い
て
も
他
の
兄
弟
と
同
じ
く
、「
友
于
」
の
文
字
が
み
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
嫡
長
子
を
差
し
置
い
て
立
太
子
さ
れ
る
と
い
う
形
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で
皇
帝
と
な
っ
た
玄
宗
は
、
兄
弟
に
「
非
常
の
栄
」
で
あ
る
皇
太
子

号
を
追
贈
す
る
こ
と
で
彼
ら
を
悼
ん
だ
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
兄
弟
同
士
、
ま
た
そ
の
子
ど
も
達
と
の
間
で
争
い
が
起
こ
り
え
な

い
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
に
も
玄
宗
は
、
兄
や
弟
以
外
に
二
人
の
子
に
も
皇
太
子
号
を
追

贈
し
て
い
る
。
玄
宗
の
第
六
子
で
あ
っ
た
靖
恭
太
子
琬
は
そ
の
内
の

一
人
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
七
、
靖
恭
太
子
琬
伝
に
は
、

（
天
宝
）
十
四
（
七
五
五
）
年
十
一
月
、
安
禄
山
反
於
范
陽
、

其
月
、
制
以
琬
為
征
討
元
帥
、
高
仙
芝
為
副
、
令
仙
芝
徴
河
隴

兵
募
屯
於
陝
郡
以
禦
之
。
数
日
、
琬
薨
。
琬
素
有
雅
称
、
風
格

秀
整
、
時
士
庶
冀
琬
有
所
成
功
、
忽
然
殂
謝
、
遠
近
咸
失
望
焉
。

贈
靖
恭
太
子
、
葬
于
見
子
西
原
。

と
あ
る
よ
う
に
、
靖
恭
太
子
は
安
禄
山
の
兵
を
防
ぎ
、
そ
の
数
日
後

に
薨
去
し
て
い
る
。
他
の
皇
子
と
異
な
り
、
哀
冊
文
や
追
贈
に
関
す

る
詔
も
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
は

安
禄
山
の
攻
撃
を
一
時
的
に
も
防
い
で
お
り
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て

靖
恭
太
子
を
追
贈
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
人
は
、
長
子
の
靖
徳
太
子
琮
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
巻
二

二
三
、
李
林
甫
伝
に
は
、

一
日
従
容
曰
、「
古
者
立
儲
君
必
先
賢
徳
、非
有
大
勲
力
於
宗
稷
、

則
莫
若
元
子
。」
帝
久
之
曰
、「
慶
王
往
年
獵
、
為
豽
傷
面
甚
。」

答
曰
、「
破
面
不
愈
於
破
国
乎
。」
帝
頗
惑
、
曰
、「
朕
徐
思
之
。」

然
太
子
自
以
謹
孝
聞
、
内
外
無
惎
言
、
故
飛
語
不
得
入
、
帝
無

所
発
其
猜
。

と
あ
り
、
李
琮
は
玄
宗
の
長
子
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顔
に

傷
が
あ
っ
た
た
め
に
、
立
太
子
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
李
琮
の

皇
太
子
号
の
追
贈
に
関
し
て
も
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ

は
彼
が
後
に
、
玄
宗
で
は
な
く
、
粛
宗
に
よ
っ
て
皇
帝
号
を
追
贈
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
李
琮
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
考
察

す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
皇
子
へ
の
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
追
贈
の
嚆
矢
と

な
っ
た
の
は
高
宗
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
兄
弟
に
広
げ
て
行
っ
た
の

は
、
玄
宗
で
あ
っ
た
。
玄
宗
は
、
諸
皇
子
と
外
部
と
の
関
係
を
制
限

す
る
一
方
で
、
兄
弟
と
の
関
係
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

追
贈
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
兄
弟
や
そ
の
子
孫

に
よ
る
皇
位
継
承
争
い
が
起
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
の
子
に
対
し
て
は
、
長
子
で
本
来
皇
太
子

と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
靖
徳
太
子
琮
と
、
生
前
の
功
績
に
よ
っ
て
靖

恭
太
子
琬
を
追
贈
し
て
い
る
。
そ
し
て
粛
宗
以
後
は
、
子
に
対
す
る

追
贈
の
事
例
も
、
増
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
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二
． 

粛
宗
・
代
宗
・
徳
宗
に
よ
る
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追

贈

（
1
）　
粛
宗
に
よ
る
追
贈

粛
宗
は
子
と
兄
に
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
兄
と
は
、
玄
宗
に
靖
徳
太
子
を
贈
ら
れ
た
李
琮
で
あ
る
。
彼
は

粛
宗
即
位
後
に
、
皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一

〇
七
、
奉
天
皇
帝
琮
伝
に
、「
粛
宗
元
年
建
寅
月
九
日
、
詔
追
冊
為

奉
天
皇
帝
。」
と
あ
り
、
宝
応
元
年
に
改
め
て
奉
天
皇
帝
を
追
冊
さ

れ
て
い
る
の
が
わ
か
る）

10
（

。

で
は
、
な
ぜ
粛
宗
は
す
で
に
皇
太
子
号
が
追
贈
さ
れ
て
い
た
李
琮

に
対
し
て
、
改
め
て
皇
帝
号
を
追
贈
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
唐
大
詔

令
集
』
巻
二
六
、
追
諡
、
靖
徳
太
子
諡
奉
天
皇
帝
制
に
は
、

故
靖
徳
太
子
琮
、
慶
鍾
霄
極
、
親
則
朕
兄
。（
中
略
）
朕
昔
践

儲
宮
、
顧
誠
非
次
、
於
君
父
之
命
、
所
不
敢
違
。
以
長
少
而
言
、

豈
忘
其
序
。
毎
思
懇
譲
、
竟
莫
獲
従
、
遽
順
聖
慈
、
守
茲
宝
位
。

安
可
不
申
夙
志
、
有
闕
推
恩
。
宜
加
尊
異
之
名
、
載
茂
哀
栄
之

典
。
敬
用
追
諡
曰
奉
天
皇
帝
、
妃
竇
氏
曰
恭
応
皇
后
。

と
あ
り
、
本
来
は
李
琮
が
皇
帝
に
即
位
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
父

玄
宗
の
命
令
に
逆
ら
え
ず
、
自
分
が
皇
帝
位
に
即
い
た
、
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
内
容
は
、
前
述
し
た
玄
宗
の
兄
の
譲
皇
帝
憲
へ
の
詔
勅

と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
李
琮
は
長
子
で
あ
り
な
が
ら
立

太
子
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
死
後
に
玄
宗
か
ら
皇
太
子
号
が
追
贈
さ

れ
、
粛
宗
即
位
後
は
、
も
と
も
と
第
一
継
承
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

粛
宗
は
他
に
も
自
分
の
子
に
対
し
て
皇
太
子
号
を
追
贈
し
て
い

る
。『
旧
唐
書
』
巻
一
一
六
、
恭
懿
太
子
佋
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に

あ
る
。恭

懿
太
子
佋
、
粛
宗
第
十
二
子
。
至
徳
二
（
七
五
七
）
載
封
興

王
。
上
元
元
（
七
六
〇
）
年
六
月
薨
。
佋
、
皇
后
張
氏
所
生
、

上
尤
鍾
愛
。
后
屢
危
太
子
、欲
以
興
王
為
儲
貳
、会
薨
而
止
。（
中

略
）
佋
薨
時
年
八
歳
。
既
薨
之
夕
、
粛
宗
・
張
后
俱
夢
佋
有
如

平
昔
、
拝
辞
流
涕
而
去
。
帝
方
寝
疾
、
追
念
過
深
。
故
特
以
儲

闈
之
贈
寵
之
。
上
疾
累
月
方
平
。

恭
懿
太
子
佋
は
、
粛
宗
の
第
十
二
子
で
あ
っ
た
が
、
皇
后
の
子
、
つ

ま
り
嫡
長
子
で
あ
っ
た
。
粛
宗
も
皇
后
も
深
く
彼
を
愛
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
時
す
で
に
長
子
の
李
豫
（
後
の
代
宗
）
は
立
太
子
さ
れ
て

お
り
、
安
史
の
乱
に
お
い
て
も
、
天
下
兵
馬
元
帥
に
な
る
な
ど
、
功

績
を
立
て
て
い
た
。
ま
だ
幼
か
っ
た
李
佋
を
立
太
子
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
も
安
史
の
乱
の
最
中
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
都

を
取
り
戻
し
、
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
皇
太
子
の
李
豫

と
、
嫡
長
子
佋
を
立
太
子
さ
せ
よ
う
と
す
る
皇
后
の
間
で
不
穏
な
空

気
が
流
れ
始
め
て
い
た
が
、
佋
が
上
元
元
年
に
八
歳
で
突
然
薨
去
し

た
こ
と
で
、
李
豫
は
ひ
と
ま
ず
皇
太
子
の
地
位
に
落
ち
着
い
た
の
で
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あ
っ
た
。
粛
宗
と
張
皇
后
は
、
嫡
長
子
佋
の
早
す
ぎ
る
死
を
嘆
き
悲

し
ん
だ
。『
唐
大
詔
令
集
』
巻
三
二
、
追
贈
、
興
王
贈
恭
懿
太
子
制

に
も
、方

冀
成
立
、
豈
期
夭
喪
。
瑤
英
始
茂
、
遽
摧
落
於
當
春
、
隟
駟

俄
遷
、
忽
沉
淪
於
厚
夜
。
興
言
痛
悼
、
憫
惜
良
深
。
宜
寵
賁
於

青
宮
、
俾
哀
栄
於
玄
穸
、
可
贈
太
子
。
諡
曰
恭
懿
。

と
あ
り
、
そ
の
悲
し
み
が
こ
の
詔
勅
か
ら
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、

粛
宗
が
子
の
李
佋
に
皇
太
子
号
を
追
贈
し
た
の
は
、
彼
が
嫡
長
子
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
李
佋
の
夭
折
を
哀
れ
に
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い

え
る
。
こ
れ
は
寵
愛
さ
れ
て
い
た
臣
下
の
死
を
哀
れ
ん
で
追
贈
し
た

例
と
類
似
し
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
、賀
知
章
伝
に
は
、「
惟

旧
之
懐
、
有
深
追
悼
、
宜
加
縟
礼
、
式
展
哀
栄
。
可
贈
礼
部
尚
書
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
粛
宗
が
皇
太
子
の
時
の
侍
読
で
あ
る
賀
知
章
が
死

ん
だ
際
に
は
、彼
の
死
を
哀
れ
み
、哀
栄
に
よ
っ
て
礼
部
尚
書
を
贈
っ

て
い
る
。
哀
栄
の
記
載
は
、
恭
懿
太
子
追
贈
の
詔
に
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
臣
下
に
対
し
て
哀
栄
に
よ
っ
て
礼
部
尚
書
と
い
う
官
位
を

追
贈
す
る
の
と
、
皇
子
に
対
し
て
哀
栄
に
よ
っ
て
皇
太
子
号
を
追
贈

す
る
の
が
同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
嫡
長
子
で
な
く
と
も
、
哀
れ
み
に
よ
っ
て
皇
太
子
号
を

追
贈
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
2
）　
代
宗
に
よ
る
追
贈

前
述
し
た
よ
う
に
、
代
宗
は
皇
子
ら
と
と
も
に
安
史
の
乱
に
関

わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
皇
帝
と
は
や
や
異
な
っ
た
追
贈
が

見
ら
れ
る
。

代
宗
が
最
初
に
追
贈
し
た
の
は
、弟
の
李
倓
で
あ
っ
た
。『
旧
唐
書
』

巻
一
一
六
、
承
天
皇
帝
倓
伝
に
、

時
敗
卒
膽
破
、
兵
仗
不
完
、
太
子
既
北
上
、
渡
渭
、
一
日
百
戦
。

倓
自
選
驍
騎
数
百
衛
従
、
毎
蒼
黄
顚
沛
之
際
、
血
戦
在
前
。
太

子
（
後
の
粛
宗
）
或
過
時
不
得
食
、
倓
涕
泗
不
自
勝
、
上
尤
憐

之
、軍
士
属
目
帰
於
倓
。（
中
略
）
時
張
良
娣
有
寵
、倓
性
忠
謇
、

因
侍
上
屢
言
良
娣
頗
自
恣
、
輔
国
連
結
内
外
、
欲
傾
動
皇
嗣
。

自
是
、
日
為
良
娣
・
輔
国
所
構
、
云
、「
建
寧
（
李
倓
）
恨
不

得
兵
権
、頗
畜
異
志
。」
粛
宗
怒
、賜
倓
死
。
既
而
省
悟
、悔
之
。

と
あ
る
。
李
倓
は
粛
宗
の
第
三
子
で
、
代
宗
の
弟
で
あ
る
。
彼
は
当

時
皇
太
子
で
あ
っ
た
粛
宗
と
行
動
を
共
に
し
、
広
平
王
で
あ
っ
た
代

宗
と
安
史
の
乱
を
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
忠
義
に
篤
く
、
正
直

な
性
格
で
あ
っ
た
た
め
、
粛
宗
が
寵
愛
し
て
い
た
張
皇
后
に
つ
い
て

も
、
物
怖
じ
せ
ず
粛
宗
に
直
言
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
先
述
し
た

よ
う
に
、
張
皇
后
に
は
幼
い
子
が
お
り
、
張
皇
后
は
こ
の
嫡
長
子
を

立
太
子
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
李
倓
は
張

皇
后
に
う
と
ま
れ
反
逆
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
死
を
賜
わ
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
代
宗
が
即
位
す
る
と
、
彼
は
弟
の
李
倓
の
無
実
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を
哀
れ
み
、
斉
王
を
追
贈
し
て
い
る）

11
（

。
し
か
し
、
代
宗
の
追
贈
は
王

爵
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。『
唐
大
詔
令
集
』
巻
二
六
、
追
諡
、

斉
王
諡
承
天
皇
帝
制
に
、

夫
以
参
旧
邦
再
造
之
勲
、
成
天
下
一
家
之
業
、
而
存
未
峻
其
等
、

歿
未
尊
其
称
、
非
所
以
旌
徽
烈
、
明
至
公
也
。（
中
略
）
敬
用

追
諡
曰
承
天
皇
帝
、
与
興
信
公
主
故
弟
十
四
女
張
氏
冥
婚
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
代
宗
即
位
五
年
後
の
大
暦
三
（
七
六
八
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
弟
に
皇
帝
号
を
追
贈
し
た
最
初
で
最
後
の
事
例
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
詔
勅
も
譲
皇
帝
や
奉
天
皇
帝
と
は
や
や
異
な

る
。
李
倓
は
、「
旧
邦
再
造
之
勲
」、
つ
ま
り
安
史
の
乱
の
功
績
に
よ

り
、
皇
帝
号
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な

ぜ
皇
太
子
号
で
は
な
く
、
皇
帝
号
を
追
贈
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
資
治
通
鑑
』
に
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
る
。『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
四
、
大
暦
三
年
四
月
条
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

上
与
（
李
）
泌
語
及
斉
王
倓
、
欲
厚
加
褒
贈
。
泌
請
用
岐
・
薛

故
事
贈
太
子
。
上
泣
曰
、「
吾
弟
首
建
霊
武
之
議
、成
中
興
之
業
。

岐
・
薛
豈
有
此
功
乎
。
竭
誠
忠
孝
、
乃
為
讒
人
所
害
。
曏
使
尚

存
、
朕
必
以
為
太
弟
。
今
当
崇
以
帝
号
、
成
吾
夙
志
。」
乙
卯
、

制
、
追
諡
倓
曰
承
天
皇
帝
、
庚
申
、
葬
順
陵
。

代
宗
は
李
泌
と
昔
話
を
し
て
い
る
と
、
冤
罪
に
よ
っ
て
死
を
賜
っ
た

弟
李
倓
に
ま
で
話
が
及
ん
だ
。
代
宗
は
弟
に
追
贈
す
る
と
い
う
考
え

を
李
泌
に
し
た
と
こ
ろ
、
李
泌
は
李
倓
を
玄
宗
の
岐
王
李
範
（
恵
文

太
子
）・
薛
王
李
業
（
恵
宣
太
子
）
の
故
事
に
習
っ
て
皇
太
子
号
を

贈
る
こ
と
を
進
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
宗

は
李
倓
に
安
史
の
乱
に
よ
る
功
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
恵
文
太
子
と

恵
宣
太
子
と
は
異
な
り
、
皇
太
子
号
よ
り
も
さ
ら
に
上
位
の
皇
帝
号

を
追
贈
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
代
宗
は
第
二
子
の
李
邈
に
皇
太
子
号
を
追
贈
し
て
い
る
。

『
旧
唐
書
』
巻
一
一
六
、
昭
靖
太
子
邈
伝
に
、

大
暦
初
、
代
皇
太
子
為
天
下
兵
馬
元
帥
。
王
好
読
書
、
以
儒
行

聞
。
大
暦
九
（
七
七
四
）
年
薨
、
廃
朝
三
日
、
由
是
罷
元
帥
之

職
。
上
惜
其
才
早
夭
、
冊
贈
昭
靖
太
子
、
葬
於
万
年
県
界
。

と
あ
り
、
昭
靖
太
子
は
、
大
暦
の
初
め
に
皇
太
子
の
代
わ
り
に
天
下

兵
馬
元
帥
と
な
り
、大
暦
九
年
に
薨
去
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、

皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
た
理
由
が
分
か
ら
な
い
が
、『
唐
大
詔
令
集
』

巻
三
二
、
哀
冊
文
、
昭
靖
太
子
哀
冊
文
に
は
、「
録
旧
勲
於
藩
邸
、

議
新
諡
於
太
常
、
睠
承
家
於
匕
鬯
、
追
嗣
位
於
元
良
。」
と
あ
り
、

彼
に
何
か
し
ら
の
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詳
細
は
不
明
な

の
で
、
こ
れ
以
上
の
考
察
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
安
史
の
乱
後

の
混
乱
に
お
い
て
、
功
績
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

粛
宗
・
代
宗
の
時
代
は
、
安
史
の
乱
な
ど
の
影
響
で
、
皇
子
が
武

勲
を
挙
げ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
薨
去
後
に
功
績
が
認
め
ら
れ
、
皇
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太
子
号
を
追
贈
さ
れ
る
の
は
、
功
績
あ
る
臣
下
が
死
去
し
た
際
に
、

官
爵
が
贈
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
3
）　
徳
宗
に
よ
る
追
贈

徳
宗
以
後
、
皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
皇
子
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方

で
皇
太
子
号
の
追
贈
は
、
徳
宗
・
文
宗
・
宣
宗
・
昭
宗
で
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
文
宗
以
後
の
皇
子
に
関
す
る
史
料
は
非
常
に
少
な

く
、な
ぜ
追
贈
さ
れ
た
の
か
ま
で
わ
か
る
皇
子
は
少
な
い
。『
新
唐
書
』

巻
八
二
、
十
一
宗
諸
子
伝
の
憲
宗
二
十
子
に
「
凡
八
王
、
史
失
其
薨

年
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
官
歴
ど
こ
ろ
か
薨
去

し
た
年
代
す
ら
わ
か
ら
な
い
皇
子
も
多
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ま

だ
史
料
が
比
較
的
残
っ
て
い
る
徳
宗
の
子
、
文
敬
太
子
謜
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
い
。『
旧
唐
書
』
巻
一
五
〇
、
文
敬
太
子
謜
伝
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

文
敬
太
子
謜
、順
宗
之
子
。
徳
宗
愛
之
、命
為
子
。（
中
略
）（
貞

元
）
十
五
（
七
九
九
）
年
十
月
薨
。
時
年
十
八
、
廃
朝
三
日
、

贈
文
敬
太
子
、
所
司
備
礼
冊
命
。

文
敬
太
子
は
、
他
の
王
朝
の
皇
帝
家
と
比
べ
て
も
特
殊
な
経
歴
を
持

つ
。
彼
は
も
と
も
と
順
宗
の
子
で
あ
っ
た
。
順
宗
の
父
で
あ
る
徳
宗

に
愛
さ
れ
、
徳
宗
は
彼
を
養
子
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徳

宗
か
ら
す
れ
ば
、
孫
を
自
分
の
子
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常

に
め
ず
ら
し
い
事
例
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
先
例
の
な

い
行
動
を
と
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
詳
細
は
現
在
ほ
と
ん
ど

わ
か
ら
な
い
。
ま
た
他
の
皇
子
と
異
な
り
、『
唐
大
詔
令
集
』
に
も
、

哀
冊
や
追
贈
に
関
す
る
詔
勅
は
残
っ
て
い
な
い
。
文
敬
太
子
の
追
贈

の
理
由
に
つ
い
て
、
彼
の
列
伝
か
ら
推
測
し
て
み
る
と
、
彼
は
祖
父

で
あ
る
徳
宗
か
ら
養
子
と
さ
れ
る
ほ
ど
寵
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、

十
八
歳
と
い
う
若
さ
で
薨
去
し
た
こ
と
の
二
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
粛
宗
の
恭
懿
太
子
の
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。
早
逝
や
寵

愛
に
よ
る
追
贈
は
、
皇
太
子
号
だ
け
で
な
く
、
王
爵
の
追
贈
に
も
み

ら
れ
る）

12
（

。
王
爵
の
追
贈
は
、
皇
子
が
王
に
封
じ
ら
れ
る
前
に
若
く
し

て
薨
去
し
た
場
合
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
夭
折
に
よ
る
皇
太
子

号
の
追
贈
は
、
こ
の
王
爵
の
追
贈
に
類
似
し
て
お
り
、
皇
帝
が
そ
の

皇
子
に
対
し
て
特
に
哀
れ
ん
だ
時
に
は
、
王
爵
で
は
な
く
皇
太
子
号

を
追
贈
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
粛
宗
は
譲
皇
帝
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の

兄
に
皇
帝
号
を
追
贈
し
、
ま
た
嫡
長
子
で
夭
折
し
た
自
分
の
子
に
対

し
て
も
哀
栄
に
よ
っ
て
皇
太
子
号
を
追
贈
し
た
。
次
の
代
宗
は
、
弟

の
李
倓
に
皇
帝
号
を
追
贈
し
、
子
の
李
邈
に
対
し
て
は
皇
太
子
号
を

追
贈
し
て
い
る
。
代
宗
に
よ
る
追
贈
は
ど
ち
ら
も
安
史
の
乱
な
ど
の

功
績
に
よ
る
も
の
で
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
の
新
た
な
根
拠

と
な
っ
た
。
最
後
に
徳
宗
は
、
粛
宗
の
恭
懿
太
子
と
同
様
に
寵
愛
や

哀
れ
み
に
よ
っ
て
皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
恭
懿
太
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子
と
は
異
な
り
、
嫡
長
子
は
お
ろ
か
、
養
子
で
あ
っ
た
。
玄
宗
の
友

于
に
よ
る
追
贈
、粛
宗
の
兄
に
対
す
る
追
贈
と
嫡
長
子
へ
の
哀
れ
み
、

代
宗
の
功
績
に
よ
る
追
贈
、
徳
宗
の
養
子
へ
の
哀
れ
み
と
、
次
第
に

皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
の
根
拠
が
拡
大
し
、
兄
弟
や
従
兄
弟
、

甥
な
ど
皇
帝
の
近
親
で
あ
れ
ば
、
臣
下
へ
の
贈
官
・
贈
爵
の
よ
う
に
、

容
易
に
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
を
追
贈
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
様

子
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
が
官

爵
と
同
じ
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
唐
代
で
は
臣
下
へ
の
追
贈
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
王

朝
と
比
べ
て
も
対
象
や
範
囲
が
拡
大
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

13
（

。

哀
栄
や
生
前
の
功
績
に
よ
る
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
を
、
批
判

な
く
可
能
に
し
た
の
は
、
当
時
の
官
僚
た
ち
の
間
で
、
皇
太
子
位
を

官
爵
の
一
部
と
し
て
認
識
し
て
い
た
か
ら
と
考
え
て
も
、
失
当
で
は

な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
臣
下
で
は
な
く
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
が
与
え
ら
れ
る
可
能

性
の
あ
る
皇
族
た
ち
は
、
薨
去
後
に
官
や
爵
を
贈
ら
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
．
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
以
外
の
追
贈

（
1
）　
正
第
一
品
の
官
爵
の
追
贈

こ
れ
ま
で
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
皇
子
を
取
り
上

げ
て
、『
唐
大
詔
令
集
』
を
中
心
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
が
、
こ
こ
で
は
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
以
外
の
追
贈
が
行
わ
れ
た

皇
子
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

高
祖
に
は
二
十
二
人
の
子
が
お
り
、
そ
の
内
十
五
人
が
官
爵
を
追

贈
さ
れ
て
い
る
。
表
1
か
ら
表
5
は
、『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
に
記

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
皇
子
の
追
贈
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
1
を
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
司
徒
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
三

公
と
、
揚
州
・
益
州
な
ど
の
大
都
督
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
皇
子
に
は
、
王
爵
が
与
え
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
王
爵

は
正
第
一
品
で
あ
る
が
、
司
徒
・
司
空
・
太
尉
の
三
公
も
王
爵
と
同

じ
く
正
第
一
品
で
、
爵
位
と
官
位
の
地
位
を
等
し
く
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

表
2
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
太
宗
の
子
も
、
高
祖
の
時
と
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
は
変
わ
ら
ず
、
三
公
の
正
第
一
品
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。

太
宗
の
皇
子
は
、
謀
反
や
後
継
者
争
い
に
よ
り
官
爵
を
剥
奪
さ
れ
、

太
宗
崩
御
後
に
高
宗
に
よ
っ
て
追
贈
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。
呉
王
恪
は
謀
反
を
起
こ
し
、
誅
殺
さ
れ
、
後
に
追
贈
さ

れ
、
呉
王
恪
の
母
弟
で
あ
っ
た
蜀
王
愔
も
そ
の
謀
反
に
巻
き
込
ま
れ

一
時
庶
人
と
さ
れ
、
後
に
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
蒋
王
惲
も

謀
反
を
疑
わ
れ
自
殺
し
、
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
濮
恭
王
泰
は

後
継
者
争
い
に
よ
っ
て
、
一
時
官
爵
を
お
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は

全
て
太
宗
崩
御
後
に
、
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
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表 1　高祖十五子への追贈

追贈された人物 追贈者 追贈された官爵 追贈者との関係 追贈された年

衛王玄覇 高祖 衛王・秦州総管・司空 子 武徳元（618）年

巢王元吉 太宗 巢王 弟 貞観十六（642）年

楚王智雲 高祖 楚王 子 武徳元（618）年

涼州総管・司徒 武徳三（620）年

周王元方 太宗 左光禄大夫 弟 貞観三（629）年

徐王元礼 高宗 太尉・冀州大都督 叔父 咸亨三（672）年

彭王元則 高宗 司徒・荊州都督 叔父 永徽二（651）年

鄭王元懿 高宗 司徒・荊州大都督 叔父 咸亨四（673）年

虢王鳳 高宗 司徒・揚州大都督 叔父 上元元（674）年

道王元慶 高宗 司徒・益州都督 叔父 麟徳元（664）年

鄧王元裕 高宗 司徒・益州大都督 叔父 麟徳二（665）年

舒王元名 高宗 司徒 叔父 神龍初

江王元祥 高宗 司徒・并州大都督 叔父 永隆元（680）年

密王元暁 高宗 司徒・揚州都督 叔父 上元三（676）年

滕王元嬰 睿宗 司徒・冀州都督 大叔父 文明元（684）年

荊王元景 不明 追封 不明 不明

　　※皇太子号・皇帝号を追贈された者は除く。

表 2　太宗七子への追贈

追贈された人物 追贈者 追贈された官爵 追贈者との関係 追贈された年

恆山王承乾 太宗 王 子 貞観十九（645）年

楚王寛 太宗 王 子 貞観初

呉王恪 高宗 王 兄 顕慶五（660）年

中宗 司空 叔父 神龍初

濮恭王泰 高宗 太尉・雍州牧 兄 永徽三（652）年

蜀王愔 高宗 益州大都督 兄 咸亨初

蒋王惲 高宗 司空・荊州大都督 兄 上元元（674）年

趙王福 高宗 司空・并州都督 弟 咸亨元（670）年

　　※皇太子号・皇帝号を追贈された者は除く。
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高
宗
の
子
は
武
后
の
影
響
に
よ
り
、
原
王

孝
を
除
く
三
人
が
中
宗
復
位
後
の
神
龍
年
間

に
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
李
孝
は
、
早
く
に
薨

去
し
た
た
め
、
薨
去
し
た
際
に
益
州
大
都
督

を
追
贈
さ
れ
、
中
宗
復
位
後
の
神
龍
初
め
に

再
び
原
王
と
司
徒
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
許
王

素
節
は
、
生
前
許
王
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

許
州
刺
史
を
追
贈
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
許

州
刺
史
以
外
に
も
開
府
儀
同
三
司
も
追
贈
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
表
3
か
ら
わ
か
る
。

次
に
睿
宗
の
子
で
あ
る
が
、
睿
宗
の
六
子

は
末
の
子
で
あ
る
隋
王
隆
悌
以
外
、
全
て
玄

宗
か
ら
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
が
追
贈
さ
れ
て

い
る
。
隆
悌
は
、
早
逝
し
た
こ
と
か
ら
睿
宗

即
位
後
に
、
隋
王
と
荊
州
大
都
督
を
追
贈
さ

れ
て
い
る
。

で
は
玄
宗
の
子
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
玄
宗
に
は
三
十
人
の
子
が
お
り
、
そ
の

内
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
以
外
を
追
贈
さ
れ
た

の
は
、
八
人
で
あ
る
（
表
4
参
照
）。
そ
の

大
半
が
代
宗
に
よ
っ
て
追
贈
さ
れ
て
お
り
、

粛
宗
に
よ
る
追
贈
は
な
い
。
こ
れ
は
太
上
皇

表 3　高宗四子への追贈

追贈された人物 追贈者 追贈された官爵 追贈者との関係 追贈された年

燕王忠 中宗 追封、太尉、揚州大都督 兄 神龍初

原王孝 高宗 益州大都督 子 麟徳元（664）年

中宗 原王・司徒・益州大都督 兄 神龍初

澤王上金 中宗 復官爵 兄 神龍初

許王素節 中宗 復爵、開府儀同三司・許
州刺史

兄 中宗即位

　　※皇太子号・皇帝号を追贈された者は除く。

表 4　玄宗八子への追贈

追贈された人物 追贈者 追贈された官爵 追贈者との関係 追贈された年

棣王琰 代宗 復王 叔父 不明

鄂王瑶 代宗 復王 叔父 宝応元（762）年

光王琚 代宗 復王 叔父 宝応元（762）年

夏悼王一 玄宗 追封 子 開元五（717）年

儀王璲 代宗 太傅 叔父 永泰元（765）年

懐哀王敏 玄宗 追封 子 開元八（720）年

寿王瑁 代宗 太傅 叔父 大暦十（775）年

盛王琦 代宗 太傅 叔父 広徳二（764）年

　　※皇太子号・皇帝号を追贈された者は除く。
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表 5　唐代における皇太子号・皇帝号の追贈

追贈された人物 諡号 追贈者 追贈者との関係 追贈された年

建成 隠太子 太宗 兄 貞観十六（642）年

弘 孝敬皇帝 高宗 子 上元二（675）年

重潤 懿徳太子 中宗 子 神龍元（705）年

賢 章懐太子 睿宗 兄 景龍四（710）年

重俊 節愍太子 睿宗 甥 景龍四（710）年

重茂 殤皇帝 玄宗 従弟 開元二（714）年

撝 恵荘太子 玄宗 兄 開元十二（724）年

範 恵文太子 玄宗 弟 開元十四（726）年

業 恵宣太子 玄宗 弟 開元二二（734）年

憲 譲皇帝 玄宗 兄 開元二九（741）年

琮 靖徳太子 玄宗 子 天宝十一（752）載

琬 靖恭太子 玄宗 子 天宝十四（755）載？

佋 恭懿太子 粛宗 子 上元元（760）年

琮 奉天皇帝 粛宗 兄 宝応元（762）年

瑛 皇太子 代宗 叔父 宝応元（762）年

倓 承天皇帝 代宗 弟 大暦三（768）年

邈 昭靖太子 代宗 子 大暦九（774）年

謜 文敬太子 徳宗 養子 貞元十五（799）年

寧 恵昭太子 憲宗 子 元和六（811）年

普 悼懐太子 文宗 甥 大和二（828）年

湊 懐懿太子 文宗 弟 開成三（838）年

永 荘恪太子 文宗 子 開成三（838）年

漢 靖懐太子 宣宗 子 大中六（852）年

倚 恭哀太子 昭宗 弟 天復初
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で
あ
っ
た
玄
宗
が
崩
御
し
た
の
と
、
皇
帝
で
あ
っ
た
粛
宗
の
崩
御
が

同
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
玄
宗
に
よ
る
追
贈
は
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
夏
悼
王
と
懐
哀
王
が
玄
宗
の
譲
位
前
に
早
逝
し
た
た

め
で
あ
る
。
玄
宗
の
時
代
に
薨
去
し
た
棣
王
・
鄂
王
・
光
王
は
全
て

玄
宗
の
怒
り
を
買
い
、
殺
さ
れ
た
り
、
後
継
者
争
い
に
巻
き
込
ま
れ

て
官
爵
を
奪
わ
れ
た
皇
子
で
あ
る
。
先
帝
に
よ
り
、
官
爵
を
奪
わ
れ

た
り
殺
さ
れ
た
り
し
た
皇
子
は
、
現
皇
帝
か
ら
官
爵
を
も
と
に
戻
さ

れ
た
り
、生
前
よ
り
も
位
の
高
い
官
爵
を
も
ら
う
の
が
普
通
で
あ
る
。

粛
宗
は
玄
宗
が
存
命
中
に
即
位
し
た
た
め
、
玄
宗
に
配
慮
し
て
追
贈

を
行
わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
玄
宗
の
子
に
対
す
る
追
贈
は
、
都
督
や
刺
史
、
三
公
の
追

贈
で
は
な
く
な
り
、
太
傅
が
中
心
に
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
っ

て
も
、
太
傅
も
司
徒
・
司
空
・
太
尉
な
ど
の
三
公
と
同
じ
正
第
一
品

で
あ
っ
た
。

代
宗
以
後
、
皇
子
へ
の
追
贈
は
激
減
す
る
。
こ
れ
は
諸
皇
子
の
列

伝
の
記
載
が
少
な
く
な
り
、
薨
去
し
た
年
す
ら
わ
か
ら
な
い
皇
子
も

多
く
存
在
し
て
お
り
、
追
贈
の
有
無
が
不
明
で
あ
る
こ
と
も
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。

粛
宗
の
子
以
後
に
お
い
て
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
以
外
を
追
贈
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
六
人
で
、
し
か
も
そ
の
全
て
が
、
早
逝
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
追
贈
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
粛
宗
か
ら
早
逝
の
哀
れ
み
に

よ
っ
て
追
贈
さ
れ
る
例
が
増
え
て
く
る
の
は
、
皇
太
子
号
の
追
贈
に

も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　
皇
太
子
位
の
官
爵
化

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
皇
族
は
生
ま
れ
る
と
王
爵
が
与
え

ら
れ
る
。
王
爵
は
正
第
一
品
で
、
そ
れ
に
伴
い
追
贈
さ
れ
る
官
位
も

司
徒
・
司
空
・
太
尉
な
ど
の
正
第
一
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

特
に
爵
位
が
与
え
ら
れ
る
前
に
早
逝
し
た
皇
子
に
つ
い
て
は
、
王
爵

が
与
え
ら
れ
、
郡
王
な
ど
の
爵
位
の
ま
ま
薨
去
し
た
場
合
は
、
そ
れ

よ
り
も
位
の
高
い
国
王
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

皇
族
内
で
追
贈
さ
れ
て
い
る
者
を
見
て
み
る
と
、
皇
帝
の
叔
父
に

当
た
る
者
や
夭
折
し
た
者
が
多
い
が
、
彼
ら
は
特
に
功
績
を
立
て
た

わ
け
で
も
皇
帝
か
ら
寵
愛
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
彼
ら

は
た
だ
皇
帝
の
叔
父
で
あ
っ
た
た
め
、
も
し
く
は
夭
折
し
た
た
め
に

王
爵
や
三
公
の
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
皇
太
子

号
・
皇
帝
号
を
与
え
ら
れ
た
者
は
皇
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
り
、
功
績

を
立
て
て
い
る
。
彼
ら
は
一
般
的
な
皇
族
た
ち
と
区
別
す
る
た
め
に

も
、
三
公
や
王
爵
よ
り
も
高
い
位
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
三
公
や
王
爵
は
、
す
で
に
唐
代
の
官
爵
内
に
お
い
て
最
も
高
い

官
爵
で
あ
る
。
一
般
的
な
皇
族
た
ち
と
区
別
す
る
た
め
に
は
正
第
一

品
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
位
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
皇

太
子
号
の
称
号
を
与
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
皇
帝
号
は
、
承
天
皇
帝
倓
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
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う
に
、
皇
太
子
号
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
位
と
し
て
、
差
を
設
け
た
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
皇
太
子
号
は
、
正
第
一
品
の
王
爵
や
、
司
空
・
司
徒
な
ど

の
正
第
一
品
の
官
位
で
は
不
足
で
あ
る
と
さ
れ
た
皇
子
が
追
贈
さ
れ

て
い
る
と
い
え
、
皇
帝
号
は
皇
太
子
号
で
も
不
足
で
あ
る
と
さ
れ
た

皇
子
に
追
贈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
太
子
号
・
皇
帝
号

が
、
正
第
一
品
の
官
爵
↓
皇
太
子
号
↓
皇
帝
号
と
い
う
序
列
に
あ
っ

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
皇
太
子
は
簒
奪
や
家
臣
の
反

乱
を
防
ぐ
た
め
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
、
本
来
皇
太
子
位
は
官
位
で

も
爵
位
で
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
官
位
で
も
爵
位
で
も
な
い
皇
太
子

位
が
、
三
公
な
ど
の
正
第
一
品
よ
り
も
高
い
位
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
は
、
唐
代
に
お
い
て
皇
太
子
位
が
官
爵
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
唐
代
の
皇
太
子
号
の

追
贈
を
考
察
す
る
と
、
次
第
に
皇
太
子
位
が
官
爵
化
し
て
い
く
様
子

が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
唐
代
に
お
い
て
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
が
頻
繁
に
追
贈

さ
れ
た
原
因
に
つ
い
て
、『
唐
大
詔
令
集
』を
中
心
と
し
て
、順
を
追
っ

て
考
察
を
加
え
、
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
を
追
贈
さ
れ
た
者
と
追
贈
さ

れ
な
か
っ
た
者
と
を
比
較
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
皇
太
子
観
に

つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
高
宗
に
よ
る
皇
帝
号
追
贈
に

始
ま
り
、
玄
宗
の
「
友
于
」
に
よ
る
兄
弟
へ
の
追
贈
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
粛
宋
の
哀
栄
、
代
宗
の
功
績
に
よ
る
追
贈
と
、

次
第
に
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
が
容
易
に
行
わ
れ
て
い
く
様
子

が
見
て
取
れ
た
。
そ
し
て
皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
な
か
っ
た
皇
子
と

比
較
す
る
と
、
皇
太
子
号
が
正
第
一
品
の
爵
位
・
官
位
の
一
段
階
高

い
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

皇
太
子
号
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
立
太
子
に
お
い
て
も
、
譲
皇
帝

憲
が
功
績
に
よ
っ
て
玄
宗
に
皇
太
子
の
位
を
譲
っ
た
こ
と
は）

15
（

、
皇
太

子
位
の
変
化
を
明
確
に
表
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。「
国
難
」
で

あ
る
時
と
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、隋
以
前
に
は
、功
績
に
よ
っ

て
立
太
子
が
決
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

皇
太
子
位
が
功
績
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正
第
一

品
の
官
爵
↓
皇
太
子
と
い
う
明
確
な
序
列
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
皇

太
子
が
官
爵
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。
皇
太
子
位
は
次
第
に
唐
の
整
備
さ
れ
た
官
爵
制

度
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
皇
太
子

位
の
変
化
は
必
然
的
に
皇
帝
位
に
も
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
五
代
十

国
、
ひ
い
て
は
宋
代
に
引
き
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

唐
代
で
は
他
の
王
朝
に
比
べ
て
皇
太
子
を
廃
立
さ
せ
る
こ
と
が
多

く
、
ま
た
後
半
期
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
即
位
直
前
に
立
太
子
さ
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れ
る
な
ど
、
皇
太
子
位
は
一
見
相
対
化
・
形
骸
化
し
て
い
る
よ
う
に

も
み
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
た
だ
相
対
化
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

官
爵
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

追
贈
の
原
因
は
、
皇
太
子
位
の
官
爵
化
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
儀

礼
や
政
治
史
的
な
要
因
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
次
稿
で
考
察
し
た
い
。

　
註

（
1
）　

例
え
ば
、南
斉
の
文
恵
太
子
（『
南
斉
書
』
巻
二
一
、文
恵
太
子
伝
）、

梁
の
昭
明
太
子
（『
梁
書
』
巻
八
、
昭
明
太
子
伝
）
は
即
位
す
る
こ

と
な
く
病
没
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
皇
太
子
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
じ
く
梁
の
哀
太
子
（『
梁
書
』
巻
八
、
哀
太
子
伝
）

と
愍
懐
太
子
（『
梁
書
』
巻
八
、
愍
懐
太
子
伝
）
は
皇
太
子
の
ま
ま

殺
さ
れ
た
た
め
、
皇
太
子
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

前
漢
に
は
戻
太
子
が
冤
罪
に
よ
っ
て
死
去
し
て
い
る
が
、
彼
は
死

後
に
皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
確
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
（『
漢
書
』
巻
六
三
、
戻
太
子
伝
参
照
）。

（
3
）　

唐
で
は
、
他
に
も
懿
徳
太
子
重
潤
・
節
愍
太
子
重
俊
が
名
誉
回
復

に
よ
り
皇
太
子
号
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
隋
以
前
で
こ
の
よ
う
な
例

は
、
西
晋
の
愍
懐
太
子
の
み
で
あ
る
。

（
4
）　

趙
翼
『
廿
二
史
剳
記
』
巻
十
九
、
唐
追
贈
太
子
之
濫
。
若
玄
宗
贈

弟
申
王
撝
為
恵
荘
太
子
、
岐
王
範
為
恵
文
太
子
、
薛
王
業
為
恵
宣
太

子
、
此
三
王
者
、
将
以
為
睿
宗
之
太
子
耶
。（
中
略
）
此
三
王
初
未

身
為
太
子
、
則
加
以
大
国
栄
封
可
矣
。（
中
略
）
此
則
苟
欲
以
追
崇

見
其
友
愛
、
而
不
知
転
失
礼
甚
矣
。

（
5
）　

喬
鳳
岐
「
唐
代
太
子
諡
述
論
」（『
鄭
州
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科

学
版
）』
五
〇
│
五
、
二
〇
一
七
年
）。

（
6
）　
『
旧
唐
書
』
巻
二
五
、
礼
儀
志
。
景
雲
元
年
冬
、
将
葬
中
宗
孝
和

皇
帝
於
定
陵
、
中
書
令
姚
元
之
・
吏
部
尚
書
宋
璟
奏
言
、「
準
礼
、

大
行
皇
帝
山
陵
事
終
、
即
合
祔
廟
。
其
太
廟
第
七
室
、
先
祔
皇
兄
義

宗
孝
敬
皇
帝
・
哀
皇
后
裴
氏
神
主
。
伏
以
義
宗
未
登
大
位
、
崩
後
追

尊
、
神
龍
之
初
、
乃
特
令
遷
祔
。
春
秋
之
義
、
国
君
即
位
未
踰
年
者
、

不
合
列
敍
昭
穆
。
又
古
者
祖
宗
各
別
立
廟
、
孝
敬
皇
帝
恭
陵
既
在
洛

州
、
望
於
東
都
別
立
義
宗
之
廟
、
遷
祔
孝
敬
皇
帝
・
哀
皇
后
神
主
、

命
有
司
以
時
享
祭
、
則
不
違
先
旨
、
又
協
古
訓
、
人
神
允
穆
、
進
退

得
宜
。
在
此
神
主
、
望
入
夾
室
安
置
。
伏
願
陛
下
以
礼
断
恩
。」
制

従
之
。
及
既
葬
、
祔
中
宗
孝
和
皇
帝
・
和
思
皇
后
趙
氏
神
主
於
太
廟
。

其
義
宗
即
於
東
都
従
善
里
建
廟
享
祀
。
時
又
追
尊
昭
成
・
粛
明
二
皇

后
、
於
親
仁
里
別
置
儀
坤
廟
、
四
時
享
祭
。

（
7
）　

一
番
末
の
弟
で
あ
る
隋
王
隆
悌
は
、
王
に
拝
さ
れ
る
前
に
夭
折
し

て
お
り
、
睿
宗
即
位
後
に
王
を
追
贈
さ
れ
、
皇
太
子
号
が
追
贈
さ
れ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。（『
旧
唐
書
』
巻
九
五
、
隋
王
隆
悌
伝
参
照
）。

（
8
）　

例
え
ば
、『
後
漢
書
』
列
伝
第
五
四
、
史
弼
伝
に
は
、「
陛
下
隆
於

友
于
、
不
忍
遏
絶
。﹇
李
賢
注
﹈
友
、
親
也
。
尚
書
曰
、「
惟
孝
、
友

于
兄
弟
」。」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
す
で
に
兄
弟
の
文
字
は
な
く
、

友
于
だ
け
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）　
『
旧
唐
書
』
巻
九
五
、
恵
文
太
子
範
伝
。
範
好
学
工
書
、
雅
愛
文

章
之
士
、
士
無
貴
賎
、
皆
尽
礼
接
待
、
与
閻
朝
隠
・
劉
庭
琦
・
張
諤
・
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鄭
繇
篇
題
唱
和
、
又
多
聚
書
画
古
跡
、
為
時
所
称
。
時
上
禁
約
王
公
、

不
令
与
外
人
交
結
。
駙
馬
都
尉
裴
虚
己
坐
与
範
遊
讌
、
兼
私
挾
讖
緯

之
書
、
配
徙
嶺
外
。
万
年
尉
劉
庭
琦
・
太
祝
張
諤
皆
坐
与
範
飲
酒
賦

詩
、
黜
庭
琦
為
雅
州
司
戸
、
諤
為
山
茌
丞
。

（
10
）　
『
資
治
通
鑑
』
で
は
、
宝
応
元
年
建
寅
月
に
李
琮
へ
の
皇
帝
号
追

贈
の
記
載
が
見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
粛
宗
元
年
が
宝
応
元
年
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二
、
粛
宗
宝
応
元
年
建

寅
月
の
条
参
照
）。

（
11
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
一
六
、
承
天
皇
帝
倓
伝
。
深
思
建
寧
之
冤
、
追

贈
斉
王
。

（
12
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
一
六
、
衛
王
佖
伝
に
は
、「
衛
王
佖
、
粛
宗
第
四

子
。
天
宝
中
、
封
西
平
郡
王
、
授
殿
中
監
同
正
員
。
早
薨
。
宝
応
元

年
五
月
、
追
贈
衛
王
。」
と
あ
る
。

（
13
）　

呉
麗
娯
『
終
極
之
典
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
第
十
章
「
贈

官
的
起
源
与
唐
代
官
員
的
自
身
贈
官
」。

（
14
）　

粛
宗
の
子
で
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
以
外
を
追
贈
さ
れ
た
の
は
、
衛

王
佖
と
鄆
王
栄
で
、
早
逝
に
よ
っ
て
王
を
代
宗
か
ら
追
贈
さ
れ
て
い

る
（『
旧
唐
書
』
巻
一
一
六
参
照
）。
代
宗
の
子
は
、
均
王
遐
と
荊
王

選
で
、
早
逝
に
よ
っ
て
徳
宗
か
ら
追
贈
さ
れ
て
い
る
（『
旧
唐
書
』

巻
一
一
六
参
照
）。
ま
た
、
徳
宗
の
子
は
粛
王
詳
と
代
王
諲
が
早
逝

に
よ
っ
て
德
宗
自
身
か
ら
追
贈
さ
れ
て
い
る
（『
旧
唐
書
』
巻
一
五

〇
参
照
）。

（
15
）　
『
旧
唐
書
』
巻
九
五
、
譲
皇
帝
憲
伝
に
は
、「
時
平
則
先
嫡
長
、
国

難
則
帰
有
功
。」
と
あ
り
、
玄
宗
の
兄
の
李
憲
が
長
子
で
皇
太
子
と

な
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
玄
宗
は
韋
氏
を
平
ら
げ
た
功
績
が
あ
り
、

国
難
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
そ
の
功
績
に
よ
り
皇
太
子
に

ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
第
一
七
回
魏
晋
南
北
朝
史
研
究
会
大
会
（
二
〇
一
七

年
九
月
二
三
日
）
で
行
っ
た
「
皇
太
子
号
・
皇
帝
号
の
追
贈
│
│
唐
代
を

中
心
と
し
て
│
│
」の
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


